
勉強会の実施概要 データ活用・協議の具体例
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代表的な実施事例

農業

やさいバス愛媛

流通DXで愛媛をもっとおいしく・楽しくする事業

本事業の進捗状況や成果を共有し、農業DXの興味関心を喚起し、今後農業のスマート化
を行いたい農家を増やすこと。ひいてはやさいバス利用者を増やす

1週間後のトマトの生産量予測情報

毎週金曜日に来週の出荷予測値を全体に共有。その情報に基づき、出荷先を分析。適切に生産物を配分する
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実施回数は6回となった。大三島関係者の2社の参加や、
愛媛県の生産者、売り場関係者5社以上の参加も見られ、やさいバスの取引先として
交渉が始まっている。

事業概要から始まり、テラスマイル株式会社、PLANT DATA株式会社。株式会社インタ
ーネットイニシアティブ、やさいバス株式会社各社の取り組みの発表を行った。

・実証メンバー
・大三島関係者
・やさいバス参画農家・販売者

外部向け勉強会は年１回以上実施
農業の最新事例を共有しつつ、やさいバス参画メンバーを増やす。販売者と農家の交流

農家の勘で出荷量を予測しており、
大雑把な予測になりがち。

出荷量予測ツールを使い、
生産物の量を精度よく予測できる

優先すべきお店に対して出荷量を確保
し、余った生産物は、取れてから、出荷
先を決めていく

農家は前もって、出荷先を確定させて
いくことができる

農家は不利な条件で販売をせざるを
得なくなる

より条件の良い売り先に、
生産物を出荷することができる

生産量が増えない
高単価で販売できる。販売側からの
信頼もたかくなり、取引量が増える。

やさいバス株式会社
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